
水状押引文と指頭圧痕をもつ。１４は無文深鉢の口縁部

で縦位に粘土棒を置き包みこみ隆起とする。１５は無文

口縁下に断面三角の隆帯をもつ。１６は口唇に太い刻み

目を入れ口縁に押引文で三角区画をつくる。１７～１９は

輪積部に爪形文をめぐらす。２０～２５は波状文をめぐら

す類で、２１には２列の三角押文が、２４には爪形文が著

しい。２６と２７はひだ状指頭圧痕がある。２８は爪形、２９

は隆帯を含むが、３０は、隆帯によるクランク状懸垂文

に押引沈線をもつ。３１は無文。３２と３３の底部には敷物

痕がある。４～３３は胎土に金雲母を含むがいずれも阿

玉台Ⅱ式。４・６・１３は古相。

３４～５８は勝坂系で、３４～３６は浅鉢で、３４は三角押文

間に押引きの波形を入れる。３５と３６は鋭い三角押文列

をもち灰褐色を呈する同一個体である。３７は隆帯裾に

幅広押引文、区画内に押引文列、３８は２列の三角押文

を配する。３９は三角押文で波状をつくる。４０は２列の

押引文を口唇下に入れるが左利き。４１は幅広押引文。

４２は幅広押引文と三角押文のセット。４３は複列の粗大

三角押文。４４は大型深鉢で幅広押引文と斜引押引文。

４５は爪形をした幅広押引文。４６は２列の三角押文をも

つ。４７は小筒形深鉢で隆帯上にC字形文を連続させ

る。４８は断面三角形の隆帯と突引刺突文をもつ。４９は

筒形深鉢で、縦長方形区画をつくり区画内に刺穴を加

えた筒形深鉢片。５０は隆帯上を刻む。５１は幅広押引文

と地文縄文をもつ。５２は地文縄文で幅広押引文と角押

波状文を加え、毛虫状文とする。５３～５５はRL縄文の

地文のみの胴部片。５６は厚手の、５７は薄い無文口縁部

片。５８は口縁近くの突帯を欠くが、２列の三角押文が

著しい。５９は深鉢の口唇上の動物状把手で、土器本体

との接合部周辺に三角押文をもつ。３４～４３は勝坂式の

新道段階で４４～５５は藤内式段階といえる。５８・５９は新

道式新相であろう。６０・６１は完形の打製石斧

�ピット出土土器

１～３はすべて P５出土で、１は口径１２�の筒形深

鉢口縁部で、縦長区画内に渦巻状隆帯と、三叉文があ

る。３は筒形深鉢胴部片で、渦巻隆帯上に交互刺突と

刻目を入れる。これらは勝坂第Ⅲ～第Ⅳ様式であろう。

�遺構外の土器

１は山形把手で、扇状上面には押引の刻目があり、

縁ぞいに斜め施文の角押文２列がある。２はクランク

状懸垂文。３と４は爪形の指頭圧痕、５はⅡ式の波状

文をもつ。１～５は阿玉台Ⅱ式。６は幅広押引文と三

角押文のセットで勝坂Ⅱ様式。７は細い管状工具で沈

線を入れ、８は斜縄文を地文とする底部。９は無文。

８～９は細分不可能だが勝坂式。細片は割愛したが加

曽利 E式はない。

第２２図 亀居遺跡第６１地点集石土坑（１／３０）土坑・ピット（１／６０）
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第２３図 亀居遺跡１６号住居跡出土遺物�（１／４）
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第２４図 亀居遺跡１６号住居跡出土遺物�第６１地点ピット・遺構外出土遺物（１／４）
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第９章 鶴ヶ舞遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

鶴ヶ舞遺跡は、入間川の支流新河岸川に注ぐ福岡江

川の谷頭部から、約５００～９００�程下った左岸に位置し

ている。標高２１～２３�で現谷底との比高差は５�を測

る。福岡江川の左岸は急傾斜をなし、対岸の南側は緩

やかな斜面を形成している。遺跡周辺は、急激な市街

化によって商店や住宅が建ち僅かに畑地が残っている。

周辺の遺跡は約２００�西に亀居遺跡、約１５０�南に江

川南遺跡、約２００�南東に東久保遺跡がある。

１９８７年の最初の調査から２００８年１月現在、１１地点で

試掘及び発掘調査が行われ、旧石器時代の石器、縄文

時代の炉穴、落し穴、平安時代の溝を検出し、平安時

代の須恵器壷が出土している。

Ⅱ 鶴ヶ舞遺跡第１０地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅の建替えに伴うもので、原因者より

２００６年６月１日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が市

教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の東側に

位置し、福岡江川の北側斜面地にあたる。原因者と協

議の結果、遺構確認の試掘調査を実施した。

調査は２００６年６月５日に行った。幅約２�のトレンチ

１本を設定し、重機で表土除去後、人力による表面精

査を行った結果、遺構らしき覆土を検出したため、確

認のため掘り上げたところ土地境の根切り溝であった。

さらに、溝跡の地山に礫を検出したためローム層を

掘削した結果、旧石器時代の礫群１基を検出した。確

認面まで３０～７０㎝を測る。写真撮影・全測図作成等記

録保存を行なったうえ埋め戻し調査を終了した。

（２）遺構と遺物

礫群 トレンチ北端の壁際で検出した。

Ⅲ 鶴ヶ舞遺跡第１１地点

（１）調査の概要

調査は事業所解体工事に伴うもので、原因者より

２００６年６月７日付けで、「埋蔵文化財事前協議書」が市

教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の中央西

側、福岡江川へ向かう北側斜面地になる。隣接する第

７地点で旧石器時代の礫群と石器群を検出しているた

め、原因者と協議の結果、遺構確認の試掘調査を実施

した。

調査は２００６年９月２１日から同年１０月５日まで行なっ

た。幅約２�のトレンチを９本設定し、重機による表

土除去後、人力による表面精査を行った。確認面まで

２０～３０㎝を測る。敷地内は事業所の建設時における地

山の削平と、基礎撤去時の撹乱を受けていた。遺構・

遺物は検出しなかった。写真撮影・全測図作成等記録

保存を行なったうえ埋め戻し調査を終了した。

№ 平面形態 礫範囲 厚さ 礫数 重量
赤化 煤・タール 完形礫（％） 備考

個数 重量 個数比重量比 個数 重量 個数比重量比 個数 重量 個数比重量比

１ 散在 ９０×４０ １７ １２ ２，０１４ １０ １，１４１８３．３％５６．７％ ６ ３７８ ５０．０％１８．８％ ９ １，９１０７５．０％９４．８％

第１９表 鶴ヶ舞遺跡第１０地点礫群一覧表 （単位㎝・g）

第２５図 鶴ヶ舞遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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第２６図 鶴ヶ舞遺跡第１０・１１地点調査区域図（１／３００）土層図（１／１５０）第１０地点礫群（１／３０）
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第１０章 松山遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

松山遺跡は、亀居遺跡付近を湧水源とする福岡江川

の左岸、武蔵野台地の一段低い立川段丘面に立地して

いる。東側は荒川低地の沖積地と接し、標高９～１０�

前後の微高地を形成する。遺跡の範囲は南北５００�、

東西６００�以上ある。宅地開発されるが部分的に畑が

残っている。

周辺の遺跡は、すぐ北側に縄文時代早期～後期、飛

鳥時代および中近世にわたる長宮遺跡、福岡江川を挟

んだ対岸には福岡新田遺跡、同じく対岸の２５０�南東

側には、縄文時代前期集落の鷺森遺跡がある。また、

西方３５０�前後に比高差９�を持ってそびえる台地の

南東崖面には富士見台横穴墓群が望まれる。

１９７８年の宅地造成に伴う緊急調査で奈良時代の住居

跡を検出したのをはじめ、宅地造成などにより１００ヶ

所で調査が行われている。主たる時代と遺構は、長宮

遺跡と接した北寄りに飛鳥時代の住居跡、遺跡中央の

東西２４０�、南北２１０�程度の範囲に奈良・平安時代の

住居跡・掘立柱建物跡・井戸跡、中近世以降の溝・井

戸跡などである。特に溝・井戸等の中近世の遺構は東

側の低地へも広がりを見せており、遺跡範囲の変更増

補を行った。

第２７図 松山遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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№ 平面形態 確認面 底面 深さ 備考

１ 楕円形 ５０×４０ ２５×１８ ２５

２ 楕円形 ３５×２２ １８×５ １４

３ 円形 ３３×３２ ２３×２３ ２２

４ 円形 ３５×２９ １５×８ ３７

５ 円形 ２５×２０ １１×１１ ５４

Ⅱ 松山遺跡第２５地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅建設に伴うもので、１９９９年に調査済

であるが、未報告のため概略を報告する。申請地は遺

跡南側に立地し、西側と北側で奈良・平安時代の住居

跡を検出しているため、申請者と協議の結果、遺構の

存在を確認するために試掘調査を実施した。

試掘調査は１９９３年３月３日から同１２日まで行った。

２×２�のグリッドを１８ヵ所設定し、人力で表土除去

し表面精査を行なった結果、奈良・平安時代の住居跡

３軒を検出した。２０号住居跡からは緑釉陶器の皿１点

を検出した。旧石器時代の確認調査は行っていない。

写真撮影・遺構測量等記録保存を行なったうえ埋め戻

し、調査を終了した。

Ⅲ 松山遺跡第３７地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅建設に伴うもので、原因者より２００６

年４月３日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ

野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡西側に立

地し、北西側の隣接地で奈良時代の住居跡を検出して

いるため、申請者と協議の結果、遺構の存在を確認す

るために試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年４月１２日から同１４日まで行った。

２×２�のグリッドを１５ヵ所設定し、人力で表土除去

し表面精査を行なったが遺構・遺物の検出はなかった。

確認面まで４５～５５㎝を測る。旧石器時代の確認調査は

行っていない。写真撮影・遺構測量等記録保存を行な

ったうえ埋め戻し、調査を終了した。

Ⅳ 松山遺跡第３８地点

（１）調査の概要

調査は分譲住宅建設に伴うもので、原因者より２００６

年５月１８日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ

野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡東端に立

地しているため、申請者と協議の結果、遺跡の範囲と

遺構の存在を確認するために試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年５月２９日に行った。２×２�のグ

リッドを２１ヵ所設定し、人力で表土除去し表面精査を

行なったが遺構・遺物の検出はなかった。確認面まで

５５～７５㎝を測る。旧石器時代の確認調査は行っていな

い。写真撮影・遺構測量等記録保存を行なったうえ埋

め戻し、調査を終了した。

Ⅴ 松山遺跡第３９地点

（１）調査の概要

調査は分譲住宅建設に伴うもので、原因者より２００６

年１２月６日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ

野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡中央に立

地しているため、申請者と協議の結果、遺構の存在を

確認するために試掘調査を実施した。

試掘調査は２００７年１月１０日から２０日まで行った。２

�幅のトレンチを７ヵ所設定し、重機で表土除去後、

人力で表面精査を行なった。調査の結果、しみ状の暗

褐色土プランを数ヶ所検出したが、確認したところ時

期不明のピットと自然の窪みであった。確認面まで４０

～５０㎝を測る。

また道路建設予定地には２×２�のグリッドを６ヵ

所設定し、人力でローム層を掘り下げ旧石器時代の確

認調査を行なったが、遺構・遺物の検出はなかった。

なお、宅地部分については旧石器時代の確認調査は行

っていない。検出遺構を調査し写真撮影・遺構測量等

記録保存を行なったうえ埋め戻し、調査を終了した。

（２）遺構と遺物

【ピット】遺構に伴う出土遺物はない。

第２０表 松山遺跡第３９地点ピット一覧表 （単位㎝）

【出土遺物】表土から縄文土器を検出した。

１～６は遺構外出土。１～４は胎土に植物繊維を含

み、１は明瞭に、２は不明瞭ながら表裏に条痕文をも

ち３と４は胎土・焼成から同一個体とみられ、３では

羽状縄文で円形貼付を伴う。５は地文縄文であるが摩

滅著しい。６は条線をもつ。１と２は早期後半。３と

４は前期前半。５と６は中期後半。
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第２８図 松山遺跡第２５・３７・３８・４０地点調査区域図（１／３００）土層図（１／１５０）
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Ⅵ 松山遺跡第４０地点

（１）調査の概要

調査は分譲住宅建設に伴うもので、原因者より２００７

年１月２５日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ

野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡中央やや

北側に立地しているため、申請者と協議の結果、遺構

の存在を確認するために試掘調査を実施した。

試掘調査は２００７年２月２日から８日まで行なった。

幅約２�のトレンチを５本設定し、重機による表土除

去後、人力による表面精査を行ったところ、暗褐色土

プランを数ヶ所検出した。遺構の性格を確認するため

さらに表土除去し精査したところ、竈を持つ住居跡の

ほか、土坑、ピット等であった。確認面まで３０～４０㎝

を測るが、開発による掘削が３０㎝以上に及ぶ。そこで

申請者と協議した結果、開発の変更ができないため、

原因者負担による本調査を実施することになった。

また道路建設予定地には２×２�のグリッドを３ヵ

所設定し、人力でローム層を掘り下げ旧石器時代の確

認調査を行なったが、遺構・遺物の検出はなかった。

なお、宅地部分については旧石器時代の確認調査は行

っていない。写真撮影・全測図等記録保存を行い、試

掘調査を終了した。

本調査は２００７年２月２１日から同年３月９日まで、ふ

じみ野市教育委員会が行い、奈良時代の住居跡１軒、

土坑、竪穴状遺構、時期不明の落し穴１基、溝１条を

調査した。

（第Ⅱ部第１章松山遺跡第４０地点の調査参照）

Ⅶ 松山遺跡第４１地点

（１）調査の概要

調査は分譲住宅建設に伴うもので、原因者より２００７

年１月２５日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ

野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲外で

あったが、１，０００㎡を超える開発のため内規にしたが

い、申請者と協議の結果、遺跡の範囲を確認するため

に試掘調査を実施した。

試掘調査は２００７年２月７日から９日まで行なった。

幅約２�のトレンチを３本設定し、重機による表土除

去後、人力による表面精査を行ったところ、暗褐色土

プランを数ヶ所検出した。遺構の性格を確認するため

さらに表土除去し確認調査したところ、中世遺物のほ

か、溝、土坑であった。確認面まで５０㎝を測るが、道

路敷設による掘削が５０㎝以上に及ぶ。直ちに遺跡範囲

を拡大するための変更増補を行い、あわせて申請者と

協議した結果、開発の変更ができないため、原因者負

担による本調査を実施することになった。

なお、宅地部分については旧石器時代の確認調査は

行っていない。写真撮影・全測図等記録保存を行い、

試掘調査を終了した。

本調査は２００７年２月２１日から同年３月５日まで、ふ

じみ野市教育委員会が行い、中世末から近世初頭の溝

３条、土坑７基を調査した。

（第Ⅱ部第２章松山遺跡第４１地点の調査参照）

Ⅷ 松山遺跡第４２地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅建設に伴うもので、原因者より２００６

年１２月２０日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ

野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡東端に立

地しているため、申請者と協議の結果、遺跡の範囲と

遺構の存在を確認するために試掘調査を実施した。

試掘調査は２００７年２月１３日に行った。２×１�のグ

リッドを６ヵ所設定し、人力で表土除去し表面精査を

行なったが遺構・遺物の検出はなかった。確認面まで

６０～８５㎝を測る。写真撮影・測量等記録保存を行なっ

たうえ埋め戻し、調査を終了した。

42 第１０章 松山遺跡の調査



第２９図 松山遺跡第３９地点調査区域図（１／３００）土層図（１／１５０）ピット（１／６０）出土遺物（１／４）

43Ⅷ 松山遺跡第４２地点



トレンチ3 トレンチ2 トレンチ1

第３０図 松山遺跡第４１・４２地点調査区域図（１／３００）土層図（１／１５０）

44 第１０章 松山遺跡の調査



第１１章 江川南遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の概要

江川南遺跡は、入間川支流の新河岸川に注ぐ福岡江

川の谷頭部から、約３００～５００�程下った右岸に位置し

ている。

遺跡の標高は２０～２１�で、現谷底との比高差は約１

～２�を測る。福岡江川北側の右岸は急傾斜を成すが、

本遺跡をのせる南側右岸の台地は緩やかに傾斜する。

遺跡の中央部を南北に川越街道がはしり、川越街道

から東に県道東大久保・大井線が延びる。主要道路が

交叉し、東武東上線上福岡駅から約１�という立地条

件のため、昭和４０年代には個人住宅や工場などの急激

な開発による市街化がなされ現在に至っている。

周辺の遺跡は、福岡江川の北西側対岸に縄文時代中

期前葉の単一集落である亀居遺跡が位置し、同じく北

側に鶴ヶ舞遺跡が位置する。東側約１５０�には、平安

時代の遺物を出土する江川東遺跡と、同じく東側約５０

�に東久保遺跡が位置する。

本遺跡は当初、地蔵院遺跡と江川南遺跡とに分かれ

ていたが、平成５年に遺跡の変更増補を行ない、江川

南遺跡に統一した。なお、１９８５年に調査した地蔵院遺

跡第１地点は江川南遺跡第６地点に名称を変更した。

また平成９年には亀久保堀跡遺跡と本遺跡を分けた。

本遺跡では旧石器時代の石器・礫群、縄文時代中期

の住居跡、土坑等、古代～中世の堀跡、地蔵院に関わ

る近世の遺構群等、遺跡の時期は多岐にわたる。

２００８年１月現在２３地点で調査が行なわれ、縄文時代

中期の住居跡が５軒検出されている。

第３１図 江川南遺跡の地形と調査区（１／４，０００）

45Ⅰ 遺跡の概要



Ⅱ 江川南遺跡第２１地点

（１） 調査の概要

調査は個人住宅の建替えに伴うもので、原因者より

２００６年９月１５日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が市

教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の北東に

位置し、福岡江川の南側斜面地にあたる。原因者と協

議の結果、遺構確認の試掘調査を実施した。

調査は２００６年１１月１１日に行った。幅約２�のトレン

チ２本を設定し、重機で表土除去後、人力による表面

精査を行ったが遺構・遺物の検出はなかった。なお、

旧石器時代の確認調査は行なっていない。確認面まで

５０～９０㎝を測る。写真撮影・全測図作成等記録保存を

行なったうえ埋め戻し調査を終了した。

Ⅲ 江川南遺跡第２２地点

（１） 調査の概要

調査は分譲住宅建設に伴うもので、原因者より２００６

年９月２２日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が市教育

委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の北東に位置

し、福岡江川の南側斜面地にあたる。原因者と協議の

結果、遺構確認の試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年１０月１１日から同年１１月６日まで行

なった。幅約２�のトレンチを２本設定し、重機によ

る表土除去後、人力による表面精査を行った結果、旧

石器時代の礫群と石器を検出した。確認面まで８０～１００

㎝を測るが、調査区の北側は急傾斜斜面を盛土してあ

り、１�以上の深さになるため未調査である。申請者

と協議の結果、一旦は３０�の保護層を設けて盛土保存

することになったが、住宅基礎をロームの地山層まで

パイルを打ち込む建設に変更となったため、原因者負

担による本調査を実施することになった。再度遺構の

範囲を確認するための調査を行ない、写真撮影・全測

図作成等記録保存を行い、試掘調査を終了した。

本調査は２００６年１１月７日から同年１１月９日まで、ふ

じみ野市教育委員会が行い、旧石器時代の礫群５基を

調査した。

（第Ⅱ部第３章江川南遺跡第２２地点の調査参照）

Ⅳ 江川南遺跡第２３地点

（１） 調査の概要

調査は分譲住宅建設に伴うもので、原因者より２００７

年１月２３日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が市教育

委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の北東に位置

し、福岡江川の南側斜面地にあたる。申請地の一部は

１９７７年大井町史編さん事業の一環として発掘調査され、

縄文時代中期の住居跡を１軒（１号住居跡）調査して

いる。また、隣接地からは旧石器時代の礫群、石器群

を検出しているため、原因者と協議の結果、遺構確認

の試掘調査を実施した。

試掘調査は２００７年１月２４日から同年２月１日まで行

なった。幅約２�のトレンチを５本設定し、重機によ

る表土除去後、人力による表面精査を行った結果、縄

文土器を伴う住居跡らしき遺構覆土や、溝跡等を検出

した。また、削平予定部分を深掘りして確認したとこ

ろ、ローム層中より旧石器時代の礫群を検出した。確

認面まで３５～６５㎝を測る。申請者と協議の結果、保護

層を３０�以上確保できる地域は保存することとし、車

庫としてローム層を削平する部分と、保護層を確保で

きない部分については開発の変更ができないため、原

因者負担による本調査を実施することになった。写真

撮影・全測図作成等記録保存を行い、試掘調査を終了

した。

本調査は２００７年２月１９日から同年３月１６日まで、ふ

じみ野市教育委員会が行い、旧石器時代の礫群６基、

縄文時代中期住居跡１軒、集石２基、土坑、ピット、

溝跡４条を調査した。

（第Ⅱ部第４章江川南遺跡第２３地点の調査参照）

46 第１１章 江川南遺跡の調査



第３２図 江川南遺跡第２１・２２・２３地点遺構配置図（１／３００）土層図（１／１５０）

47Ⅳ 江川南遺跡第２３地点



第１２章 江川東遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

江川東遺跡は、入間川の支流新河岸川に注ぐ福岡江

川の谷頭部から、約７００～１，０００�程下った右岸に位置

している。標高１５～１９�で現谷底との比高差は３�を

測る。福岡江川の左岸は急傾斜をなし、右岸は緩やか

な斜面を形成している。遺跡周辺は、急激な市街化に

よって商店や住宅が建ち僅かに畑地が残っている。

周辺の遺跡は谷頭部付近に、亀居遺跡、対岸台地上

に鶴ヶ舞遺跡、南側に東久保遺跡がある。

本遺跡は町内で最も早く市街化された区域内にあり、

表面採取はほとんど不可能であるが、一部残された畑

地には須恵器が散布する。第２地点の調査では、近世

の土坑・ピットを検出している。２００８年１月現在、１４

地点で試掘及び発掘調査が行われている。

Ⅱ 江川東遺跡第１１地点

（１）調査の概要

調査は分譲住宅の建設に伴うもので、原因者より

２００６年１１月２日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が市

教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の中央に

位置する。原因者と協議の結果、遺構の存在を確認す

るために試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年１１月９日から同年１１月１７日まで行

なった。幅約２�のトレンチを４本設定し、重機によ

る表土除去後、人力による表面精査を行った結果、遺

構らしき覆土を検出したので遺構の時期・性格を確認

するため調査したところ、近世の土坑と時期不明のピ

ットであった。旧石器時代の確認調査は行なっていな

い。確認面まで４０～５０㎝を測る。申請者と協議の結果、

保護層を３０�以上確保できるため盛土保存することと

し、写真撮影・全測図作成等記録保存を行ったうえ埋

め戻し、試掘調査を終了した。

（２）遺構

【土坑・ピット】土坑は円形の浅い土坑で、植栽痕と

思われる。出土遺物はない。

第３３図 江川東遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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第３４図 江川東遺跡第１１地点遺構配置図（１／３００）土坑・ピット（１／６０）出土石器（２／３）

49Ⅱ 江川東遺跡第１１地点



№ 平面形態 確認面 底面 深さ 備考

土坑１ 円形 １４０×１３５ １１０×１０８ ２０ 中世以降

土坑２ 円形 １００×９２ ８４×６８ ８ 中世以降

P１ 円形 ２５×２５ １０×８ ４０ 中世以降

P２ 楕円形 ５８×４５ ２２×２０ １６ 縄文

P３ 楕円形 ６０×５２ ２２×２０ １４ 縄文

P４ 楕円形 ５５×３０ １２×１２ ４２ 縄文、P５より新

P５ 円形 ４５×３５ １４×１４ ６２ 縄文、P４より旧

P６ 半裁のみ ３２× １０× ３５ 中世以降

P７ 円形 ２８×２４ １０×８ ２３ 縄文

P８ 半裁のみ ２６× １２× １７ 中世以降

P９ 隅丸方形 ２６×２５ ２２×７ ３２ 縄文

P１０ 楕円形 ６０×４２ １５×５ ６７ 中世以降

P１１ 隅丸長方形 ３０×２４ １０×１０ ２７ 中世以降

P１２ 隅丸長方形 ３５×２２ １５×５ ２１ 縄文

P１３ 隅丸方形 ３５×３４ １２×５ ３９ 縄文

P１４ 円形 ３２×３０ ２２×１８ ２２ 中世以降

P１５ 不整形 ５５×４４ ３５×３０ ２０ 中世以降

P１６ 円形 ３２×３２ ６×６ ３５ 中世以降

P１７ 方形 ３５×３５ ２５×２０ ３１ 中世以降

P１８ 円形 ３５×３２ １０×８ ２１ 中世以降

P１９ 円形 ２８×２８ １４×６ ２９ 中世以降

P２０ 半裁のみ ２０× × ４１ 中世以降

第２１表 江川東遺跡第１１地点土坑・ピット一覧表（単位㎝）

Ⅲ 江川東遺跡第１２地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅の建替え建設に伴うもので、原因者

より２００６年１１月２日付けで、「埋蔵文化財事前協議書」

が市教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の中

央に位置する。原因者と協議の結果、遺構の存在を確

認するために試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年１１月１０日から同年１１月１６日まで行

なった。２×２�と２×１�のグリッドを設定し、人

力により表土除去と表面精査を行なったが、遺構・遺

物の検出はなかった。なお、旧石器時代の確認調査は

行なっていない。認面までは８０～９０㎝を測る。写真撮

影・全測図作成等記録保存を行ったうえ埋め戻し、試

掘調査を終了した。

Ⅳ 江川東遺跡第１３地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅の建替え建設に伴うもので、原因者

より２００６年４月６日付けで、「埋蔵文化財事前協議書」

が市教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の中

央南側に位置する。原因者と協議の結果、遺構の存在

を確認するために試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年８月１１日に行なった。２×２�の

グリッドを６ヶ所設定し、人力により表土除去と表面

精査を行なったが、遺構・遺物の検出はなかった。な

お、旧石器時代の確認調査は行なっていない。認面ま

では４０㎝を測る。写真撮影・全測図作成等記録保存を

行ったうえ埋め戻し、試掘調査を終了した。

第３５図 江川東遺跡第１２・１３地点調査区域図（１／３００）

50 第１２章 江川東遺跡の調査



第１３章 東久保遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

東久保遺跡は入間川の支流新河岸川に注ぐ福岡江川

の谷頭部から、約５００～１，０００�程下った右岸に位置し

ている。標高１７～２０�で現谷底との比高差は約３～４

�を測る。福岡江川の左岸の南面は急傾斜を成す。本

遺跡をのせる右岸の台地は県道東大久保・大井線を境

に南北および西側に緩やかに傾斜する。遺跡の南側縁

辺には用水路が流れており、用水路以前にも流水があ

ったものと考えられる。

遺跡周辺は急激な市街化によって工場や住宅、町立

亀久保小学校が建ち、現在は区画整理事業が実施され

今後更に開発が予想される。

周辺の遺跡は、本遺跡と福岡江川間に平安時代の遺

物を出土する江川東遺跡が位置する。西側約５０�に江

川南遺跡、南側に隣接して亀久保堀跡遺跡が位置する。

本遺跡の調査は１９７６年以来２００８年１月現在まで、６４

地点で試掘調査および発掘調査が行なわれている。

旧石器時代礫群、縄文時代の落し穴・土坑・集石土

坑等、中・近世は溝や柵跡が確認されている。

Ⅱ 東久保遺跡第６４地点

（１）調査の概要

調査は共同住宅建設に伴うもので、原因者より２００６

年７月２７日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ

野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡中央に立

地しているため、申請者と協議の結果、遺構の存在を

確認するために試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年１０月１２日から同年１０月２０日まで行

なった。幅約２�のトレンチを３本設定し、重機によ

る表土除去後、人力で表面精査を行ったところ、溝跡

と思われるプランを検出した。確認面まで６０～７０㎝を

測るが、開発による掘削が３０㎝以上に及ぶ。そこで申

請者と協議した結果、開発の変更ができないため、原

因者負担による本調査を実施することになった。写真

撮影・全測図等記録保存を行い、試掘調査を終了した。

本調査は２００６年１０月２４日から同年１０月２６日まで、ふ

じみ野市教育委員会が行い、溝３条、柵列を調査した。

（第Ⅱ部第５章東久保遺跡第６４地点の調査参照）

第３６図 東久保遺跡の地形と調査区（１／４，０００）東久保遺跡第６４地点調査区域図（１／３００）
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第１４章 東久保西遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

東久保西遺跡は、入間川の支流新河岸川に注ぐ福岡

江川とさかい川の間の低位台地に位置する。

遺跡の南側から東側にかけて埋没河川が流れ、現在

では用水路になっている。以前は埋没河川を取り巻く

ように段差などがみられたが、こうした地形や環境も、

区画整理事業と大規模開発により無くなりつつある。

以前の標高は１８．０～２１．０�だったが、区画整理後は

１９．５～２０．０�である。

周辺の遺跡は北西に江川南遺跡、北側に亀久保堀跡

遺跡・東久保遺跡、南側に東中学校西遺跡が隣接する。

本遺跡は遺物の散布地であったが、１９９３年に東久保

西遺跡として新規登録し、さらに１９９７年東久保土地区

画整理事業に伴い区画道路部分を調査した際、遺構の

検出範囲が広がったため、遺跡の変更増補を行なった。

１９９４年の初調査以来、２００８年１月現在１８地点で調査

を行ない、埋没河川であった用水路周辺から旧石器時

代の礫群、縄文時代の落し穴、屋外炉、中・近世の溝

などを検出している。

Ⅱ 東久保西遺跡第１７地点

（１）調査の概要

調査は分譲住宅建設に伴うもので、原因者より２００６

年１０月１２日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が市教育

委員会に提出された。申請地は遺跡の北西部に位置す

るため、遺跡の範囲と遺構確認の試掘調査を実施した。

調査は２００６年１０月２６日から同年１０月３１日まで行った。

幅約２�のトレンチを５本設定し、重機で表土除去後、

人力による表面精査を行なった結果、遺構らしき覆土

を検出したので性格を確認するため調査したところイ

モビツであった。なお、旧石器時代の確認調査は行な

っていない。確認面までは５０～９０�を測る。写真撮影

・全測図作成等記録保存を行ったうえ埋め戻し、試掘

調査を終了した。

Ⅲ 東久保西遺跡第１８地点

（１）調査の概要

調査は分譲住宅建設に伴うもので、原因者より２００７

年１月４日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が市教育

委員会に提出された。申請地は遺跡の中央に位置する

ため、遺跡の範囲と遺構確認の試掘調査を実施した。

調査は２００６年１月１６日から同年１月１９日まで行った。

幅約２�のトレンチを２本設定し、重機で表土除去後、

人力による表面精査を行なった結果、遺構らしき覆土

を検出したので性格を確認するため調査したところ時

期不明の溝と自然の窪みであった。なお、旧石器時代

の確認調査は行なっていない。確認面までは６０～７０�

を測る。写真撮影・全測図作成等記録保存を行ったう

え埋め戻し、試掘調査を終了した。

第３７図 東久保西遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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第３８図 東久保西遺跡第１７・１８地点調査区域図（１／３００）土層図（１／１５０）ピット（１／６０）
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第１５章 東中学校西遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

東中学校西遺跡は入間川の支流新河岸川に注ぐ福岡

江川とさかい川の間の標高は２０．０～２１．０�の低位台地

に位置する。現在は平坦であるが、区画整理事業以前

は遺跡の北側に、西から北東側にかけて埋没河川（現

在用水路）が流れ、東側には僅かな窪地もみられた。

遺跡は埋没河川と窪地の縁に位置するが、遺構は埋

没河川からやや離れた遺跡の中央部から西部にかけて

分布する。周辺の遺跡は、前述した埋没河川を隔てた

北側約５０�に東久保西遺跡、南東に東久保南遺跡が隣

接する。

遺跡の時期は縄文時代では早期の炉穴群、縄文時代

中期前葉の屋外埋甕、落し穴や集石土坑などを検出し

ている。中・近世では墓壙・溝・柵列などが確認され

ている。本遺跡は区画整理事業と大規模開発による開

発が進み遺跡面積約４ha のうち約８０％が調査されて

いる。本遺跡の調査は１９９５年以来２００８年１月現在、３０

ヶ所で試掘調査および発掘調査が行なわれている。

Ⅱ 東中学校西遺跡第２８地点

（１）調査の概要

調査は共同住宅建設に伴うもので、原因者より２００６

年３月２３日付けで、「埋蔵文化財事前協議書」が市教

育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の西端に位

置しているため申請者と協議の結果、遺跡範囲と遺構

の存在を確認するため試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年４月２４日から同年５月１０日まで行

った。幅約２�のトレンチを５本設定し、重機による

表土除去後、人力で表面精査したが、申請地の大半が

撹乱を受けており、遺構・遺物の検出はなかった。確

認面までは６０～１２０�を測る。写真撮影・全測図作成

等記録保存を行なったうえ埋め戻し、調査を終了した。

Ⅲ 東中学校西遺跡第２９地点

（１）調査の概要

調査は店舗建設に伴うもので、原因者より２００６年４

月１７日付けで、「埋蔵文化財事前協議書」が市教育委

第３９図 東中学校西遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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№ 平面形態 確認面 底面 深さ 備考

土坑１ 円形 １４８×１４０ １２３×１２０ ７８ 土２より新

土坑２ 円形 １６０×１５０ １３５×１３０ ３４ 土１より旧

員会に提出された。申請地は遺跡範囲の中央に位置し

ているため申請者と協議の結果、遺跡範囲と遺構の存

在を確認するため試掘調査を実施した。

試掘調査は西側半分を２００６年５月１５日から同年５月

１９日、東側半分を同年７月２８日から同年８月１日に実

施した。幅約２�のトレンチを９本設定し、重機によ

る表土除去後、人力で表面精査した結果、一部で遺構

らしき覆土を検出したため、トレンチを拡大して確認

したところ、縄文時代の土坑であった。旧石器時代の

確認調査は行なっていない。確認面までは６０～１００�

を測る。写真撮影・全測図作成等記録保存を行なった

うえ埋め戻し、調査を終了した。

（２）遺構と遺物

【土坑】時期不明の土坑２基を検出した。遺構に伴う

出土遺物はない。

第２２表 東中学校西遺跡第２９地点土坑一覧表 （単位㎝）

【表土出土遺物】１は土師質の坐像人形で中空。２は

寛永通宝。いわゆる古寛永（１６３６～１６５９）で径２４．０×

厚１．２×孔径６．２㎜、重さ２．７４g。

第４１図 東中学校西遺跡第２９地点調査区域図（１／３００）土層図（１／１５０）
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Ⅳ 東中学校西遺跡第３０地点

（１） 調査の概要

調査は保育所建設に伴うもので、原因者より２００６年

４月２０日付けで、「埋蔵文化財事前協議書」が市教育

委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の西端に位置

しているため申請者と協議の結果、遺跡範囲と遺構の

存在を確認するため試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年７月３日に行った。幅約２�のト

レンチを２本設定し、重機による表土除去後、人力で

表面精査したが、遺構・遺物の検出はなかった。旧石

器時代の確認調査は行なっていない。確認面までは４０

～５０�を測る。写真撮影・全測図作成等記録保存を行

なったうえ埋め戻し、調査を終了した。

第４２図 東中学校西遺跡第２９地点土坑（１／６０）出土遺物（１／４・１／１）３０地点調査区域図（１／３００）土層図（１／１５０）
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第１６章 駒林遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

駒林遺跡は、亀居遺跡付近を湧水源とする福岡江川

の右岸、武蔵野台地の一段低い立川段丘面に立地し、

標高１２～１５�前後の平坦地を形成する。もともと遺跡

の範囲は南北３００�、東西８００�の広大な範囲であった

が、２００２年から２００４年にかけて行った駒林土地区画整

理事業に伴う試掘調査の結果、大半の地域で遺構を確

認できなかったため、大溝を検出した南北１６０�、東

西８０�の範囲に遺跡を縮小し、さらに地下式坑を検出

した周辺を駒林新田前遺跡として独立させ、新たな包

蔵地として２００４年３月に追加した。

しかし、今回第３地点で検出した溝と過去の試掘調

査で検出した溝の配置を再検討した結果、一辺１４０～

１６０�の台形区画に溝が巡る事が明らかとなり、２００８

年２月に遺跡範囲の変更増補を行った。区画整理後は

開発が進み、宅地と商業地に変貌を遂げ、部分的に畑

が残っている。

周辺の遺跡は、すぐ北側に葺石と板碑を検出した駒

林中世墳墓、東側に地下式坑を検出した駒林新田前遺

跡、５００�下流に福岡新田遺跡、南側にも地下式坑を

検出した富士見市の稲荷久保北遺跡がある。

２００２年以降の試掘調査の結果、幅５�、深さ２�の

大溝や荼毘跡を検出する。周辺の遺跡の様相から遺跡

の時期は中世から近世と思われる。

第４３図 駒林遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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地点 所在地 調査期間
（ ）は試掘調査

面積
（�） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

１次 駒林字南原３５３，３５４ １９８６．８．１３～２５ １５３６ 範囲確認調査 平安土器散布他 埋蔵文化財の調査（Ⅸ）
１９９２年度試掘（１） 大字駒林字南原３４１ （１９９２．９．１６～１８） ９８７．６ 共同住宅建設 なし 埋蔵文化財の調査（１５）
１９９５年度試掘（１） 駒林字新田前２７１―２ （１９９５．１１．８～２４） ２３１ 個人住宅建設 溝１ 埋蔵文化財の調査（１８）
１９９６年度試掘（１） 駒林本町１５３―３，４ （１９９６．６．１０～１３） ２３１ 個人住宅建設 なし 埋蔵文化財の調査（１９）
１９９７年度試掘（１） 駒林字新田前２６６―２ （１９９７．５．８～１２） １３２ 個人住宅建設 溝１（時期不明） 埋蔵文化財の調査（２０）
１９９７年度試掘（２） 駒林字新田前２２３ （１９９７．５．９～１５） ９９１．５５ 宅地造成 溝１（時期不明） 埋蔵文化財の調査（２０）
１９９７年度試掘（３） 駒林字新田前２９１―１，２ （１９９７．１０．６～１７） ９９１ 診療所建設 溝１（時期不明） 埋蔵文化財の調査（２０）
１９９８年度試掘（１） 駒林字新田前３１２ （１９９８．８．１０） ２３４ 個人住宅建設 なし 埋蔵文化財の調査（２１）
１９９９年度試掘（１） 駒林字南原４２４―２の一部，２０の一部，２３ （１９９９．４．９） ３３０．３８ 個人住宅建設 なし 埋蔵文化財の調査（２２）
１９９９年度試掘（２） 駒林字南原３９４―２ （１９９９．５．２５） １２５．９１ 個人住宅建設 なし 埋蔵文化財の調査（２２）
１９９９年度試掘（３） 駒林字南原４２０―１ （１９９９．７．１） １３２２ 礼拝堂（道場）建設 溝１（時期不明） 埋蔵文化財の調査（２２）
２０００年度試掘（１） 駒林字南原３４４―２ （２０００．１．１８～２０） ７８５．７９ 共同住宅建設 溝１（時期不明） 埋蔵文化財の調査（２２）
２００２年度試掘（１） 駒林字新田前２３８，２４０～２４２－１の一部 （２００２．６．３～２１） ６５０ 区画整理 溝８、土坑７、地下式坑１ 埋蔵文化財の調査（２５）
２００２年度試掘（２） 駒林字新田前２４３～２４５ （２００２．８．９～３０） ２７５ 区画整理 埋蔵文化財の調査（２５）
２００２年度試掘（３） 駒林字新田前２６２－１，２６３，２６４の一部 （２００２．８．３０～９．１９） １１２０ 区画整理 埋蔵文化財の調査（２５）
２００２年度試掘（４） 駒林字新田前２８０～２８２－２，２９０，２９２－１～２９８（２００２．１１．１１～２７） １１５０ 区画整理 埋蔵文化財の調査（２５）
２００３年度試掘（１） 駒林字新田前２６３，２７３，２７５（字新田前）試掘調査 （２００３．５．１６～２１） ５５８ 区画整理 溝１ 埋蔵文化財の調査（２６）
２００３年度試掘（２） 駒林字南原３６４外４１筆の一部（字南原）試掘調査 （２００３．４．２５～１２．２２） ７２７８．５ 区画整理 なし 埋蔵文化財の調査（２６）
２００３年度試掘（３） 駒林字南原４０９，４１０の一部（字南原）試掘調査（区６－１０号線予定地東端）（２００４．１．２１） ２９２ なし １５年度教育要覧
２００４年度試掘（１） 駒林字新田前２８１ （２００６．１．７～２４） １４８７ 範囲確認調査 溝１ 埋蔵文化財の調査（２７）

１ 駒林土地区画整理事業地内２０街区４，８，９ ２００６．７．１３～２８ ６４６ 共同住宅建設 堀跡、荼毘跡検出 市内遺跡群３
２ 駒林土地区画整理事業地内１７街区７，８の一部 ２００６．１１．２１～２９ ４２１ 専用住宅建設 堀跡検出 市内遺跡群３
３ 駒林土地区画整理事業地内２１街区３，４の一部 ２００６．１１．３０～１２．１８ １９１６ 店舗建設 近世遺構建設 市内遺跡群３

２００５年度試掘（縁辺） 駒林 B地区７街区３，４ ２００７．６．１１～１３ １８６６ 共同住宅建設

第２３表 駒林遺跡調査一覧表

第４４図 駒林遺跡遺構分布図（１／２，０００）
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Ⅱ 駒林遺跡第１地点

（１）調査の概要

調査は共同住宅建設に伴うもので、原因者より２００６

年７月４日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ

野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡南端に立

地し、大溝の検出が予測されるため、申請者と協議の

結果、遺構の存在を確認するために試掘調査を実施し

た。

試掘調査は２００６年７月１３日から同年８月２日まで行

った。２×２�のグリッドを１７ヵ所設定し、人力で表

土除去し表面精査を行なった結果、溝跡らしき黒褐色

土プランを検出したため範囲を広げ溝跡のプランを確

認したところ、溝が重複していた。新旧関係を確認す

るためさらに掘り下げたが、溝覆土中位に硬化面と焼

土を検出したので確認したところ、道路状硬化面と荼

毘跡であった。確認面まで２０㎝を測る。旧石器時代の

確認調査は行っていない。検出遺構を調査し写真撮影

・遺構測量等記録保存を行なったうえ埋め戻し、調査

を終了した。

（２）遺構と遺物

【溝１】調査区北側に東西方向の溝を１４�検出した。

B－２区で北方向へ直角に曲がり、２００４年度確認調査

で検出した溝５に連なると思われる。北側は溝２と重

複し、溝２より古い。溝２は溝１が完全に埋没した後

に構築している。

断面形態は幅広い「V」字形の薬研堀で、上幅２７０

～３３０�、下幅６０～７０�、確認面からの深さ１６０�。底

面の一部は２０～３０�ほど一段深く掘削される。

溝は下層がロームブロック混じりの土、中層から上

層は黒褐色土と暗褐色土で埋まるが、溝の覆土中、底

面から７０�の高さで荼毘跡を２基検出し（後述）、９０

�と１１０�、１６０�の高さで路面と思われる硬化面を３

面検出した。

最下層の第１硬化面は底面から９０～１００�の高さで

検出した。幅１４０�の範囲で黒褐色土が硬化していた

が、特に北寄りの５０�幅の硬化が著しい。第１硬化面

の直下に荼毘跡２基と馬の歯を検出した。

第２硬化面は底面から１１０～１２０�の高さで検出した。

第４５図 駒林遺跡第１地点遺構配置図（１／３００）
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東側は幅１１０～１５０�の範囲で黒褐色土が硬化する。西

側のB－２区では幅３０�の硬化面が５０�離れて２条平

行し、北側の硬化面は北方向へ曲がる。

第３硬化面は底面から１６０～１５０�の高さ、地表面か

らは２０�の深さで検出した。幅２００�の範囲で黒褐色

土が硬化する。溝２により壊される。

遺構に伴う出土遺物はない。

【溝２】調査区北側で東西方向に１０�検出した。南西

方向へ曲がり溝３へ連なると思われる。北側は溝１が

完全に埋没した後構築されている。断面形態は浅い

「V」字形、最上面はローム粒子を多量に含む黒褐色

土で、硬化する。遺構に伴う出土遺物はない。

【溝３】調査区北側で南西方向に２．７�検出した。溝

２及び１９９５年度確認調査で検出した溝２へ連なると思

われる。溝１が完全に埋没した後構築されている。断

面形態は浅い「V」字形、遺構に伴う出土遺物はない。

第４６図 駒林遺跡第１地点溝跡１～３（１／１００）
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平面形態 確認面 底面 深さ 備考

溝１ ２７０～３３０ ６０～７０ １３０

覆土下層に荼毘跡、
道路状硬化面２面
検出、溝２に壊さ
れる。

溝２ ８０～１２０ ２０～３５ ４８
覆土上層に道路硬
化面１面検出、溝
１より新しい。

溝３ １３５～１７０ ２５～３５ ４５ 溝１より新しい。

荼毘跡１ T字形 １１５×８８ ４７×３７ ３７ 溝１より新、焼骨
片・炭化材出土

荼毘跡２ T字形 １２０×９３ ５６×４０ ３５ 溝１より新、焼骨
片・炭化竹出土

【荼毘跡１】調査区北側B－２区、溝１の覆土中、底

面から４０～７０�の高さで検出した。平面形は長方形の

長軸中央の西側に突出部が張り出す T字形である。

規模は突出部を含めた上端１１５×８８�、土坑部幅５５�、

下端４７×３７�、深さ３７�で浅い鉢状に窪む。突出部は

幅１５�、長さ２０�。突出部と土坑の四隅を残して側辺

が赤く焼けている。土坑内部からは焼骨と炭化材が出

土した。遺構に伴う出土遺物はない。

【荼毘跡２】調査区北側 F、G－３区、溝１の覆土中、

底面から２５～６０�の高さで検出した。平面形は長方形

の長軸中央の西側に突出部が張り出す T字形である。

規模は突出部を含めた上端１２０×９３�、土坑部幅５５�、

下端５６×４０�、深さ３５�で浅い鉢状に窪む。突出部は

幅２５�、長さ２５�。突出部の南側（南西側）と奥左側

（北東側）の側辺が赤く焼けている。土坑内部からは

焼骨片と炭化した竹材が出土した。遺構に伴う出土遺

物はない。

第２４表 駒林遺跡第１地点遺構一覧表 （単位㎝）

第４７図 駒林遺跡第１地点荼毘跡１・２（１／３０）
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平面形態 確認面 底面 深さ 備考

溝１ ３５０～ １７５ １７２
覆土下層にピット、
再掘削の痕跡有り。

溝２ ７５ ６０ ６４ 溝１より新しい。

溝３ ９０ ５０ ２４ 底面に集石。

土坑１ １４０× ４０× １５ 撹乱。

Ⅲ 駒林遺跡第２地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅建設に伴うもので、原因者より２００６

年１１月１０日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ

野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡中央に立

地し、大溝の検出が予測されるため、申請者と協議の

結果、遺構の存在を確認するために試掘調査を実施し

た。

試掘調査は２００６年１１月２１日から同年１１月３０日まで行

った。幅約２�のトレンチを２本設定し、重機による

表土除去後、人力による表面精査を行ったところ、溝

跡らしき黒褐色土プランを検出したため範囲を広げ溝

跡のプランを確認したところ、溝の他、土坑を検出し

た。遺構の深さや新旧関係を確認するため一部を掘り

下げ調査した。確認面まで６０㎝を測る。旧石器時代の

確認調査は行っていない。検出遺構を調査し写真撮影

・遺構測量等記録保存を行なったうえ埋め戻し、調査

を終了した。

（２）遺構と遺物

【溝１】調査区南側に南北方向の溝を２３�検出した。

北側は１９９７年度確認調査で検出した溝５と、南側は

２００４年度確認調査で検出した溝５に連なると思われる。

中央部分で直行する溝２と重複し、溝２より古い。溝

２は溝１が完全に埋没した後に構築している。

断面形態は底幅の幅広い薬研堀で、上幅３５０�以上、

下幅１７５�、確認面からの深さ１７２�。

溝は下層（９～１１層）がローム塊混りの土、上層は

黒褐色土と暗褐色土で埋まる。溝の覆土中底面から９０

�の高さで９層面から掘込まれたピットを２基検出し

た（土層断面で確認）。また、６層では覆土を再掘削

したような土層堆積が認められるが、硬化面などは確

認できなかった。遺構に伴う出土遺物はない。

【溝２】調査区中央で東西方向に３．８５�検出した。１９９７

年度確認調査で検出した溝４へ連なると思われる。溝

１が完全に埋没した後構築されている。西側で垂直に

立ち上がる。断面形態は「コ」字形で、上幅７５�、下

幅６０�、確認面からの深さ６４�。一度掘り返される。

遺構に伴う出土遺物はない。

【溝３】調査区中央で南北方向に６�検出した。溝２

とほぼ直角の位置にあり、１．３�離れる。

断面形態は鉢状で、上幅９０�、下幅５０�、確認面か

らの深さ２４�。底面に３～１０�大の礫が１４５�の範囲

に集中する。遺構に伴う出土遺物はない。

【土坑１】調査区中央、溝２に接して検出した。溝２

より新しく、耕作痕もしくは根痕。

第２５表 駒林遺跡第２地点遺構一覧表 （単位㎝）

Ⅳ駒林遺跡第３地点

（１）調査の概要

調査は店舗建設に伴うもので、原因者より２００６年１１

月１７日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ野市

教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲外であっ

たが、１，０００㎡を超える開発のため開発指導要綱の内

規に従って申請者と協議した結果、遺跡の範囲を確認

するために試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年１１月３０日から同年１２月２０日まで行

った。幅約２�のトレンチを３本設定し、重機による

表土除去後、人力による表面精査を行ったところ、遺

構らしき黒褐色土プランを検出したため範囲を広げプ

ランを確認したところ、溝、井戸、土坑を検出した。

遺構の深さや新旧関係を確認するため一部を掘り下げ

調査した。確認面まで４０～８０㎝を測る。旧石器時代の

確認調査は行っていない。検出遺構を調査し写真撮影

・遺構測量等記録保存を行なったうえ埋め戻し、調査

を終了した。

（２）遺構と遺物

【井戸１】調査区やや東寄りに検出した。平面円形、

ほぼ垂直の壁である。上層から瓶の底部片出土。確認

面から１�掘り下げた深さで掘削を中止したため、遺

構の深さは不明である。

【溝１】調査区中央に南北方向の溝を２３�検出した。

北側は２００２年度確認調査で検出した溝１１に連なる。北

側で土坑２と重複し、土坑より古い。

断面形態は「コ」字形で、上幅９０～１１０�、下幅４５

～５０�、確認面からの深さ６５�。北側の４．５�は一段

深く掘られ、下幅２０�、深さ１０４�。下層の土は粒状
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第４８図 駒林遺跡第２地点遺構配置図（１／３００）溝１～３（１／１００）
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第５０図 駒林遺跡第３地点土坑１（１／６０）
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を呈し水成堆積と思われる。遺構に伴う出土遺物はな

い。

【溝２】調査区やや西寄り北側に南北方向の溝を検出

した。断面形態は「コ」字形で、上幅８５�、下幅６０�、

確認面からの深さ５４�。下層の土は粒状を呈し水成堆

積と思われる。遺構に伴う出土遺物はない。

【土坑１】調査区南西隅に検出した。南北８．６�、東

西６．６�の巨大な土坑で、底は幅７０�の溝状になる。

覆土上層に泥状の堆積が認められ、埋没後も窪みとな

っていたようである。窪み埋没後、溝が掘削される。

下層から染付け皿と擂鉢片が出土した。遺構の時期は

近世。

【土坑２】調査区中央北側に検出。溝１より新しい。

【土坑３】調査区やや東寄り北側に検出した。

【出土遺物】３は花崗岩製石皿で凹面に使用痕が残る。

重さ４３５．５g。９は胴上半に半裁竹管による集合沈線・

下半に素撚の縄文で、胎土に植物繊維を含む。縄文前

期の黒浜式。その他は表２７に記載した。

第５１図 駒林遺跡第３地点地点土坑２・３・井戸・ピット（１／６０）溝１・２（１／１００）
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平面形態 確認面 底面 深さ 備考

井戸１ 円形 １２８×１２５ 中世～近世。未掘。

溝１ ９０～１１０ ４５～５０ ６５
覆土下層水成堆積。
再掘削の痕跡有り。
土坑１より古。

溝２ ８５ ６０ ５４ 覆土下層水成堆積。

土坑１ 楕円形 ８６０×６６０ ４５０×２０ １８０
染付け皿、擂鉢検
出。近世

土坑２ 長方形 ２００×７５ １６５×３０ １１０ 溝１より新。

土坑３ 楕円形 １３０×７８ １００×５４ ３０

遺構 No. 種別・器種 口径・長 底径・幅 器高・厚 技法／文様／その他 推定生産地 推定年代 残存・備考

土坑１ １ 磁器・皿 ロクロ成形／染付。 肥前 １８世紀 口縁破片

土坑１ ２ 陶器・擂鉢 （１２．７） 紐積ロクロ成形、櫛目７本 丹波 １７世紀後半 口縁破片

土坑１ ３ 陶器・擂鉢 （１２．７） 紐積ロクロ成形、櫛目６本 丹波 １７世紀 底部１／４以下残存

土坑１ ４ 瓦・丸軒瓦 近世

土坑１ ５ 石製品・砥石 ７．９ ３．３ ２．５ 表裏側４面砥面。鰹節状に端部が磨り減る。 凝灰岩

井戸１ ６ 石製品・石皿 ２．７ 花崗岩 縄文

表土 ７ 焼締陶器・甕 （１０．０） 紐積み成形 常滑 中世 底部破片

表土 ８ 土器・カワラケ （６．６） （４．４） １．２ ロクロ成形／胎土粉質 在地 １／４以下残存

第２６表 駒林遺跡第３地点遺構一覧表 （単位㎝）

第２７表 駒林遺跡第３地点出土遺物観察表 （単位㎝）

第５２図 駒林遺跡第３地点土坑１・井戸・遺構外出土遺物（１／４）
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第１７章 西ノ原遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

西ノ原遺跡は、東武東上線ふじみ野駅の南西約３００

�、さかい川の谷頭部から約５００�下った右岸、標高

１８～２１�に位置する。さかい川は現在の富士見市勝瀬

字茶立久保付近に湧水源を持つ伏流水で、東から西へ

流れて入間川の支流新河岸川に注ぐ。かつては水量も

豊富であったと言われるが、現在は下水路となってい

る。西ノ原遺跡とさかい川との高低差は２～３�で、

武蔵野台地縁辺で一段低い部分、さかい川が侵食によ

って作り出した低位台地上に立地する。

周辺の遺跡は、下流に中沢前遺跡が隣接し、さらに

下流域には神明後遺跡、苗間東久保遺跡、淨禅寺跡遺

跡等縄文時代の集落が存在する。さかい川対岸には東

久保南遺跡と富士見市のオトウカ山があり、その下流

には縄文時代中期後半集落の中沢遺跡が広がる。

本遺跡は昭和４０年代頃までは武蔵野の面影を残す農

村地帯であったが、区画整理事業とふじみ野駅の開設

により、ここ数年開発の増加により遺跡の破壊が進ん

でいる。と、同時に発掘調査も遺跡面積１０ha の約４０％

が調査されてきている。１９７１年以来２００８年１月現在で

１３９地点に及ぶ調査で明らかになった遺跡の時期は、

確認された遺構と遺物から旧石器時代、縄文時代早期

・中期・後期、平安時代、中世、近世である。特に縄

文時代中期には、１８０軒を超す住居跡が環状集落とし

て形成され、町内において東台遺跡と共に中期全般を

通した良好な大規模集落跡であったことがわかる。

第５３図 西ノ原遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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Ⅱ 西ノ原遺跡第１３６地点

（１）調査の概要

調査は学生寮建設に伴うもので、原因者より２００６年

６月１２日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ野

市教育委員会に提出された。申請地は遺跡東側に立地

しているため、申請者と協議の結果、遺構の存在を確

認するために試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年６月２３日から同年６月２４日まで行

った。２�幅のトレンチを４ヵ所設定し、重機で表土

除去後、人力で表面精査を行なった。調査の結果、斜

面地特有の黒褐色土の地山を確認したが、縄文時代土

器片を一片検出した他、遺構は検出しなかった。確認

面まで１８０～２３５㎝を測る。旧石器時代の確認調査は行

っていない。写真撮影・遺構測量等記録保存を行なっ

たうえ埋め戻し、調査を終了した。

（２）出土遺物

１は櫛状工具による条線をもつ胴部片。中期後半。

表土出土。

Ⅲ 西ノ原遺跡第１３７地点

（１）調査の概要

調査は共同住宅建設に伴うもので、原因者より２００６

年６月２９日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ

野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡南東側に

立地しているため、申請者と協議の結果、遺構の存在

を確認するために試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年８月３日から同年８月７日まで行

った。２�幅のトレンチを３ヵ所設定し、重機で表土

除去後、人力で表面精査を行なった。調査の結果、し

み状の暗褐色土プランを数ヶ所検出したが、確認した

ところ自然の窪みであった。その他に溝跡を２条検出

したが確認したところ、区画整理で廃道となった道の

側溝であった。確認面まで６０～９０㎝を測る。旧石器時

代の確認調査は行っていない。写真撮影・遺構測量等

記録保存を行なったうえ埋め戻し、調査を終了した。

（２）出土遺物

１はRL縄文を地文とし広く磨消垂下文をもつ。２

は無文の胴部片。縄文中期後半～末葉のもの。いずれ

も表土出土。

Ⅳ 西ノ原遺跡第１３８地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅建設に伴うもので、原因者より２００６

年９月１４日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ

野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲外の

西側に立地しているため、申請者と協議の結果、遺構

の存在を確認するために試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年１１月２１日から同年１１月２２日まで行

った。２�幅のトレンチを２ヵ所設定し、重機で表土

除去後、人力で表面精査を行なったが、遺構・遺物は

検出しなかった。確認面まで３０～４０㎝を測る。旧石器

時代の確認調査は行っていない。写真撮影・遺構測量

等記録保存を行なったうえ埋め戻し、調査を終了した。

Ⅴ 西ノ原遺跡第１３９地点

（１）調査の概要

調査は共同住宅建設に伴うもので、原因者より２００６

年１２月２７日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ

野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡南端に立

地しているため、申請者と協議の結果、遺構の存在を

確認するために試掘調査を実施した。

試掘調査は２００７年２月１日に行った。１�幅のトレ

ンチを１ヵ所設定し、重機で表土除去後、人力で表面

精査を行なったが、遺構・遺物は検出しなかった。確

認面まで９０～１００㎝を測る。旧石器時代の確認調査は

行っていない。写真撮影・遺構測量等記録保存を行な

ったうえ埋め戻し、調査を終了した。

第５４図 西ノ原遺跡第１３６地点調査区域（１／３００）
土層図（１／１５０）出土土器（１／４）

70 第１７章 西ノ原遺跡の調査



第５５図 西ノ原遺跡第１３７・１３８・１３９地点調査区域図（１／３００）土層図（１／１５０）出土遺物（１／４）
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第１８章 神明後遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

神明後遺跡は、東武東上線ふじみ野駅の東約３００�、

さかい川の谷頭部から約１，５００�下った右岸に位置し、

標高１２～１６�、現谷底との比高差は１．５�を測る。さ

かい川は本遺跡付近から崖を形成し始め、本遺跡をの

せる南側台地は急斜面、対岸の北側は緩やかな斜面を

形成している。

周辺の遺跡は、上流に中沢前遺跡、下流に浄禅寺跡

遺跡・苗間東久保遺跡が隣接し、さかい川の対岸には

富士見市の外記塚遺跡がある。

遺跡周辺は古くからの集落があり、現在でも大きな

屋敷地が多く大きな開発もなかったが、ふじみ野駅の

開設に伴い今後徐々に再開発が進むと思われる。

本遺跡の最初の調査は１９８７年に町史編纂事業の一環

として行われた。その後１９９３年に新駅へ延びる道路を

はじめ、２００８年１月現在３０地点で試掘調査および発掘

調査が行われている。

これまでの調査で縄文時代中期後半～後期前半の住

居跡、奈良時代から平安時代の住居跡、中世の建物跡

などの遺構を検出した。

Ⅱ 神明後遺跡第２８地点

（１）調査の概要

調査は宅地造成工事に伴うもので、原因者より２００６

年５月１日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ

野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡の北西部、

さかい川に面した斜面地に立地しているため、申請者

と協議の結果、遺構の存在を確認するために試掘調査

を実施した。

試掘調査は２００６年５月８日から同年６月２日まで行

なった。２×２�のグリッドを２７ヵ所と幅約２�のト

レンチを１２本設定し、グリッドは人力で、トレンチは

重機による表土除去後、人力による表面精査を行った

ところ、多量の縄文土器と暗褐色土プランを検出した。

遺構の性格を確認するためさらに一部を掘り下げ確認

したところ、縄文時代の住居跡のほか、集石、土坑、

ピット、溝等であった。確認面まで５０～８０㎝を測るが、

開発計画では掘削と２�以上の盛土により宅地造成さ

れる。そこで申請者と協議した結果、開発の変更がで

きないため、原因者負担による本調査を実施すること

になった。写真撮影・全測図等記録保存を行い、試掘

第５６図 神明後遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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平面形態 確認面 底面 深さ 備考

溝１ 箱薬研 １７５～２１０ ６０～８５ ９０

溝 P１ 楕円形 ２８×１８ ８×４ ３９ 底標高１２．０７６�

溝 P２ 方形 ３５×３５ １０×７ ３５ 底標高１２．７８６�

溝 P３ 方形 ３０×３０ １０×８ ３３ 底標高１２．６７４�

溝 P４ 方形 ３２×２９ １２×８ ５０ 底標高１２．７５０�

溝 P５ 方形 ２３×２１ １４×１１ １２ 底標高１２．６５８�

溝 P６ 方形 ２５×２４ １５×１２ ２６ 底標高１２．４９５�

溝 P７ 方形 ２５２２ １２４ ４０ 底標高１２．８５０�

溝 P８ 方形 ２６２６ １４８ ４５ 底標高１２．９４７�

溝 P９ 隅丸方形 ３０×３０ １９×１０ ３７ 底標高１３．２３０�

溝 P１０ ３２× １２×６ １６ 底標高１２．８９７�

P１ 長方形 ５５×４５ ８×８ ３５

調査を終了した。

本調査は２００６年６月２９日から同年１０月５日まで、ふ

じみ野市教育委員会が行い、縄文時代の住居跡１１軒、

集石２５基、炉穴３基、石囲八埋設土器１基、屋外埋設

土器３基、奈良時代の住居跡１軒、土坑、時期不明の

落し穴１基、堀１条、溝４条を調査した。

（第Ⅱ部第７章神明後遺跡第２８地点の調査参照）

Ⅲ 神明後遺跡第２９地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅の建設に伴うもので、原因者より

２００６年５月１日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が市

教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の中央部

に位置し、隣接地からは縄文時代の住居跡、溝等遺構

が多数検出しているため、申請者と協議の結果、遺構

の存在を確認するため試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年５月８日から同年５月１１日まで行

った。幅約２�のトレンチ１本を設定、重機で表土除

去後、人力による表面精査を行なった結果、縄文土器

と暗褐色土プランを検出した。確認面まで１５�のため

検出遺構を本調査することとした。

本調査は２００６年５月１２日から同年５月２０日まで行な

った。遺構の範囲を重機で表土除去後、人力による調

査を行なった。調査の結果検出した遺構は、古代から

中世の溝跡、近世以降のピットである。写真撮影・遺

構測量等記録保存を行ない、重機で埋め戻し調査を終

了した。

（２）遺構と遺物

【溝１】調査区中央に南北方向の溝を８�検出した。

第１８地点で検出した溝１に連なると思われる。北側に

流れるさかい川と直交するように構築されている。

断面形態は箱薬研で、上幅１７５～２１０�、下幅６０～８５

�、確認面からの深さ７５～９０�。南から北へ向かって

６．５度の勾配で傾斜する。

溝は下層がローム混じりの土、中層から上層は黒褐

色土と暗褐色土で埋まる。

溝の側面と底面に方形ピットを１０基検出したが、底

面から５０�程埋没した覆土中から掘削されている。

縄文土器が出土したが遺構に伴う出土遺物はない。

第２８表 神明後遺跡第２９地点遺構一覧表 （単位㎝）

【溝出土遺物】（第６０図上１～１４）

１は深鉢の区画文部の破片で加曽利 EⅠ新式。２

は渦巻文と重弧文の口縁文様帯の下に頸部文様帯がつ

く加曽利 EⅠ新式併行の異系統土器。３と４は重弧

文を加える。５～７は地文縄文に貼付懸垂文をもつ。

８～１０は沈線による懸垂文。１１は薄手で細い斜縄文を

もつが時期不明。１２は条線を地文とする小深鉢で大き

い列点文を入れる。１３と１４は無文の浅鉢片。

Ⅳ 神明後遺跡策３０地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅の建設に伴うもので、原因者より

２００６年５月１１日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が市

教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の中央部

に位置し、隣接地からは縄文時代の住居跡、溝等遺構

が多数検出しているため、申請者と協議の結果、遺構

の存在を確認するため試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年５月１２日から同年５月１７日まで行

った。幅約２�のトレンチ２本を設定、重機で表土除

去後、人力による表面精査を行なった結果、多量の縄

文土器を含む暗褐色土を検出した。調査区はサカイ川

に向かって傾斜する斜面で、確認面までの深さが南側

の２０�に対し、北側は１００�に達する。そこで浅い南

側を本調査することとした。

本調査は２００６年１２月１４日から同年１２月１９日まで行な

った。遺構の範囲を重機で表土除去後、人力による調

査を行なった結果検出した遺構は、縄文時代と近世以

降のピットである。写真撮影・遺構測量等記録保存を

行ない、重機で埋め戻し調査を終了した。
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第５７図 神明後遺跡第２８・２９・３０地点遺構配置図（１／５００・１／３００）土層図（１／１５０）
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第５８図 神明後遺跡第２９地点溝・ピット（１／６０）
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平面形態 確認面 底面 深さ 備考

P１ 円形 ６５×６５ １５×９ ２６ 近世以降

P２ 楕円形 ６０×５５ ８×８ ４０ 近世以降

P３ 楕円形 ３６×２３ ５×５ １９ 斜向ピット、近世以降

P４ 楕円形 ２５×１４ ８×５ ９ 近世以降

P５ 楕円形 ２７×２０ ５×３ １３ 近世以降

P６ 円形 ３５×３２ ８×７ １５ 近世以降

P７ 楕円形 ３０×２５ ８×５ １４

P８ 円形 ４３×４０ ２５×１２ ２７

P９ 楕円形 ８２×７０ １０×１０ ５４ 斜向ピット（試 P３）

P１０ 楕円形 ８５×６０ １２×６ ４８ 近世以降

P１１ 円形 ５０× ２３×１０ ２４ P１２より古（試 P４）

P１２ 円形 ５０× １５×１５ ２１ P１１より新（試 P２）

（２）遺構と遺物

【ピット】P１～６・１０は新しく、P７～９・１２・１３

は覆土から判断して縄文時代と思われる。

第２９表 神明後遺跡第３０地点遺構一覧表 （単位㎝）

【試掘調査出土遺物】（第６０図中１５～４０）

１５は胎土に金雲母を多く含み指頭圧痕をもつ。１６は

折返状に縄文を押圧し時期不明。１７は地文縄文で区画

文をもつ口縁部。１８は地文縄文で沈線の懸垂文をもち

１７と１８は加曽利 EⅠ式新相。１９は平板な渦巻区画文

をもつ口縁部。２０～２２は地文縄文の連弧文土器口縁部。

２３～２４は地文条線の連弧文土器。２５は地文撚糸文の連

弧文土器片。２６は押圧縄文。２７は太い条線を地文とし

隆帯懸垂文をもつ。２８は頸部から胴上部片。２９～３１は

撚糸を地文とし、３２～３５は条線を地文とする胴部片。

３６～３８は無文浅鉢。３９は有孔鍔付土器。４０は砂岩製小

形打製石斧。重さ５１．５g。

【本調査出土遺物】（第６０図下１～２３）

１の胎土には石英・雲母を多く含む。２は渦巻文部

片。３は区画文の口縁から無文帯上部片。４は地文沈

線列の区画文と無文帯。２～４は加曽利 EⅠ新式の

新相。５は地文撚糸で２本組隆帯を加える。６は深鉢

の頸部に蛇行文をめぐらすが動物状貼付文が著しい。

７は地文縄文の波頭部口縁。８は地文縄文に２本組沈

線を入れる。９～１１は地文縄文で沈線を入れる。１２は

地文縄文に渦巻を入れる。１３と１４は地文縄文のみの胴

部片。１５は無文口縁で体部は櫛状工具による条線を地

文とする。１６と１７は太い条線を地文とする。１８は口縁

部文様帯と体部文様の区分はあるが胴部は沈線のみ。

１９と２０は碗形土器である。胴部は多方向施文で、１９は

口縁に列点文、２０は無文、２１は同類の体部。２２は地文

縄文で逆U字を残して磨消す。８～１１は加曽利 EⅡ

式、１９～２１は加曽利 EⅢ式。２３は側面調整が著しい

土錘状土製品。

第５９図 神明後遺跡第３０地点ピット（１／６０）
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第６０図 神明後遺跡第２９地点溝・遺構外、３０地点出土遺物（１／４）
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第１９章 浄禅寺跡遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

淨禅寺跡遺跡は、東武東上線ふじみ野駅の東約６００

�、淨禅寺川の湧水地南側から右岸の台地上に位置す

る。標高１２～１４�で現谷底との比高差は２�を測る。

淨禅寺川はさかい川と砂川堀の間を東流し、さかい川

に合流する。さかい川はやがて砂川堀に合流して新河

岸川へと注ぐ。

周辺の遺跡は北西に神明後遺跡、北側に苗間東久保

遺跡が隣接する。本遺跡は１９８９年に苗間東久保遺跡の

一部を淨禅寺川を境に分割して登録した。

遺跡周辺は早々に市街化が進み、残された畑地も周

辺の区画整理の影響で開発が増加している。

２００８年２月現在３０ヶ所で試掘調査及び発掘調査が行

なわれ、縄文時代早期の炉穴多数、前期住居跡１軒、

中近世の薬研状の堀や、遺跡名の由来である淨禅寺墓

域から土壙墓１５７基、１字１石経約７６，０００点が出土し

ている。旧苗間村の淨禅寺は江戸時代に建立されたが、

幕末に焼失していらい再建されていない。

Ⅱ 浄禅寺跡遺跡第２６地点

（１）調査の概要

調査地は以前分譲住宅建設として２００５年２月２３日付

けで申請され、２００５年３月に試掘調査済であるが、開

発行為の変更があり、今回個人住宅建設として新たに

２００７年４月１０日付で１件（A区）、同年６月７日付け

で１件（B区）、計２件の原因者より「埋蔵文化財事

前協議書」が市教育委員会に提出された。

本調査はA区を２００７年４月１７日から同年４月２８日

まで、B区を２００７年６月７日から同年６月１５日まで行

なった。重機で表土除去後、人力による調査を行なっ

た。調査の結果、縄文時代の炉穴１０基、土坑８基、ピ

ット２１基、近世の溝１状を検出した。旧石器時代の調

査は行っていない。写真撮影・全測図等記録保存を行

なったうえ埋め戻し調査を終了した。

第６１図 浄禅寺跡遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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地
点 所在地 調査期間

（ ）は試掘調査
面積
（�） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

１ 苗間東久保５７９ １９７９．４．３～４．２１ ６０５ 共同住宅 苗間東久保１地点として報告済み
炉穴１０、土坑１４、縄文早期後半・中期

東部遺跡群Ⅰ

２ 苗間東久保５７３ １９８２．４．１～４．３ ３９６ 共同住宅 苗間東久保７地点として報告済み
遺構なし、磨耗縄文土器

東部遺跡群Ⅲ

３ 苗間東久保５８１ １９８４．７．２０～７．２１ ３２０ 共同住宅 苗間東久保１２地点を浄禅寺３地点とする
遺構なし、縄文中期末

未報告

４ 苗間神明後３４６―１ １９８９．１１．１５～１１．２５ １５０ 開発予定地 炉穴１０、土坑７、ピット１４、
縄文早期後半・前・中期

東部遺跡群Ⅹ

５ 苗間３７４―９ １９９１．８．２８～９．３ １００ 個人住宅 遺構なし、縄文前期・中期土器片 町内遺跡群Ⅰ

６ 苗間３５８―１ １９９１．９．２１～１２．２６ ８２６ 個人住宅 遺構なし、遺物なし 町内遺跡群Ⅰ

７ 苗間東久保５７３―４ １９９２．１０．２０～１１．２０ ８３１ 共同住宅 炉穴８、井戸３、堀３、縄文草～中期 調査会報告５集

８ 苗間３５７―１ （１９９４．９．２０～９．２７） ６１５ 宅地分譲 落し穴、根切溝 町内遺跡群Ⅳ

９ 苗間３５３ （１９９４．１０．１８） １，２６６ 農地改良 土坑、溝、縄文土器、磁器 町内遺跡群Ⅳ

１０ 苗間３５６―１ １９９４．１０．３１～１１．２ ９９９ 宅地分譲 近世土壙墓、一石経埋納土坑、
六道銭、江戸中後期

調査会報告１２集

１１ 苗間３５２―１ 他 （１９９５．１．９～２．３） ５７２ 道路 湧水口 町内遺跡群Ⅳ

１２ 苗間３５―９５ １９９５．９．２５～１０．２１ １４０ 個人住宅 屋外炉、遺物集中３、ピット１６、溝５、
縄文中期土器、磁器

町内遺跡群Ⅴ

１３ 苗間３１４―２ （１９９６．１．８～１．２９） １０１ 個人住宅 土坑１３、ピット１１、井戸１、溝２、
縄文早～後期、陶磁器

町内遺跡群Ⅴ

１４ 苗間３６０―１，３６２―２ （１９９６．６．３～６．１２）
１９９６．６．１８～７．１１

２，１７８ 個人住宅 礫群３、落し穴１、溝４、ピット２５１、
旧石器、縄文土器、陶磁器片

町内遺跡群Ⅵ

１５ 苗間３６２―４・５ （１９９６．６．３～６．１２）
１９９６．７．１２～８．２

４９４ 分譲住宅 炉穴７ 町内遺跡群Ⅵ

１６ 苗間５７９―１ １９９７．１１．１０～１２．１９ ２９１ 個人住宅 縄文住居１、炉穴１４、ピット６１、土坑１６、溝４、縄
文早期後半、前期、中期

町内遺跡群Ⅶ

１７ 苗間３４５―２・１０ （１９９８．９．２９～１０．２） ８７７ 個人住宅 遺構なし、縄文早期後半、中期後半 町内遺跡群Ⅷ

１８ 苗間３４５―３・４ （１９９９．５．２６～６．２４）
１９９９．６．２６～８．３

５９９ 個人住宅 炉穴８、集石土坑３、土坑１３、ピット２７、溝
縄文後期土器、土師器

町内遺跡群Ⅸ

１９ 苗間神明後３４５―４ １９９９．８～９ ７０３ 分譲住宅 炉穴１、集石２、焼土痕４、土坑２２、井戸２、溝８、掘
立５、縄文早～晩期土器、石器、中近世陶磁器、
板碑

調査会報告１５集

２０ 苗間神明後３５１―１ （２００１．１０．２６～１０．２９） ２２３ 倉庫 遺構なし、近世磁器 町内遺跡群ⅩⅠ

２１ 苗間東久保５９１―３，５９２―７ （２００１．１１．１９～１１．２０） １８２ 個人住宅 遺構なし、遺物なし 町内遺跡群ⅩⅠ

２２ 苗間３７３―５・８，３７７―５・３・４ （２００２．４．２３～５．１４） ９３５ 分譲住宅 土坑１、ピット４、溝、遺物なし 町内遺跡群ⅩⅡ

２３ 苗間５９２―１ （２００３．４．２８） １００ 個人住宅 ピット２、溝、遺物なし 町内遺跡群ⅩⅡ

２４ 苗間神明後３４６―１・２の一部 （２００４．８．３０～８．３１） ３９１ 個人住宅 遺構なし、遺物なし 町内遺跡群ⅩⅡ

２５ 苗間３３９―１・２ （２００４．９．２２～１０．１２） ７２１ 共同住宅 ピット２ 町内遺跡群ⅩⅡ

２６ 苗間神明後３５４―２の一部 （２００５．３．３～３．８）
２００６．４．１７～２８，６．７～１５

２１６ 分譲住宅 炉穴１０、土坑８、ピット２１、溝１、縄文中期片 市内遺跡群３

２７ 苗間神明後３５４―２ （２００５．１２．１～２００６．１．２２）
２００６．１．２３～２．２３

６９６ 新設道路築造
分譲住宅

住居跡１、炉穴１５、埋甕２、土坑１１７、
ピット１２７、溝１

市内遺跡群２

２８ 苗間字東久保７１９―７，７２０―１（２００７．１．２３） ２，４７８ 園舎改築工事 溝２ 市内遺跡群３

第３０表 浄禅寺跡遺跡調査一覧表
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（２）遺構と遺物

【炉穴】調査区の全域に渡って２～７�の間隔をもっ

て炉穴が点在する。炉穴２・５～１０は土坑内に平坦面

があり足場部分と思われる。出土遺物から遺構の時期

は縄文時代早期。

【土坑】調査区の全域に渡り２～７�の間隔をもって、

円形もしくは楕円形の土坑が点在する。土坑１～７は

浅いが立ち上がりはしっかりしている。土坑８は袋状

の土坑で土器・礫が多量出土する。出土遺物と覆土か

ら土坑は全て縄文時代の遺構。土坑２は中期初頭、土

坑７は前期、土坑４・８は後期。

【ピット】調査区東側に集中する。P１～１２は出土遺

物と覆土から縄文時代、P１３～１９は覆土から時期が新

しく根痕と思われる。

【溝】調査区南西隅に検出した。西から南へ曲がる部

分で、溝は西と南に向って調査区外へ延長する。断面

形態は幅の狭い「V」字形を呈す。縄文土器が出土す

るが、覆土から遺構の時期は中世以降。

第３１表 浄禅寺跡遺跡第２６地点遺構一覧表 （単位㎝）

平面形態 確認面 底面 深さ 備考

炉穴１ ６４× １５×４ ３７
焼土面７�、調査
区外未掘

炉穴２ 楕円形 １４２×７２ １１８×５４ ２０
焼土面６０×４０�、
足場有り、土器出
土・礫多量出土

炉穴３ 楕円形 ７０×４８ ３８×２５ ９ 焼土面４２×１５�

炉穴４ 楕円形 ９８×６５ ６１×４８ １９ 焼土面６０×４８�

炉穴５ 楕円形 １３３×５６ ９５×２０ １９
焼土面４５×２８�、
足場有り、礫出土

炉穴６ 楕円形 １０４×７５ ９３×４２ ２０
焼土面�２５×２３�、
焼土面�２５×２１�、
足場有り

炉穴７ 楕円形 ９７×８２ ７０×５８ １８
焼土面４２×４０�、
足場有り、土器出土

平面形態 確認面 底面 深さ 備考

炉穴８ 不整形 ９５×８４ ７５×６０ １５
焼土面４２×３０�、
足場有り、土器出土

炉穴９ 楕円形 １１０×８８ ７２×５６ ２４
焼土面４６×４０�、
足場有り、土器出土

炉穴１０ 円形 １１７×１１４ ８４×８０ ２４
焼土面３２×２３�、
足場有り、土器・
礫出土

土坑１ ９０× ７０× １４ 調査区外未掘

土坑２ 楕円形 １１６×９０ ９０×６２ ３０ 土器・礫出土

土坑３ ヒョウタン １５０×１１４ １０５×１０５ ２６ 土器・礫出土

土坑４ 楕円形 １４０×１０５ １０４×７４ ３０
底面にピット深さ
６０�、土器・礫出土

土坑５ 楕円形 １２４×１０４ ９０×７４ ２０ 土器・礫出土

土坑６ 楕円形 １１２×８０ ８８×５８ ３０ 土器・礫出土

土坑７ 楕円形 １４５×１２５ １２５×１０３ ４８ 土器・礫出土

土坑８ １２４× １１４× ５２
調査区外未掘、土器
多量出土・礫出土

P１ 楕円形 ４２×３５ ２０×１５ ２９

P２ 円形 ５２×４８ ４０×２４ １４

P３ 円形 ４７×４０ ２５×２４ ２１

P４ 楕円形 ４５×３８ １８×１５ ２０

P５ 楕円形 ４２×３６ ２４×１５ ２８ 片岩出土

P６ 楕円形 ８２×４４ ２０×１６ ３２ 土器出土

P７ 楕円形 ３７×３２ １７×１４ ４２

P８ 円形 ５３×５２ ３９×３５ １６ 磨石出土

P９ 円形 ５６×５５ ２８×２４ ４５

P１０ 楕円形 ５５×４５ ４５×３５ １６
P１１、P１２と重複 P
１１より新

P１１ 楕円形 ４６×４０ ３６×３０ １３
P１０、P１２と重複 P
１０より古、土器・
磨石出土

P１２ 楕円形 ４６×４２ １２×７ ２６
P１０、P１１と重複、
土器出土

P１３ 楕円形 ４０×３２ ２４×１６ ２５ 根痕

P１４ 楕円形 ５２×３６ ３１×２５ ２７ 根痕、土器出土

P１５ 円形 ５２×４８ ２４×１８ ２９ 根痕

P１６ 円形 ３６×３２ ２０×１６ ５０ 根痕

P１７ 円形 ３４×３２ ６×６ ７４ 根痕

P１８ 楕円形 ９０×８０ ７６×６４ ２４ 根痕、土器出土

P１９ 円形 ６２×６０ ３２×３２ ２８ 根痕、土器出土

P２０ 楕円形 ３２×２６ １０×６ １９

P２１ 円形 ２０×１８ ４×４ ２８

溝１ V字形 ～ ３５～６５ ２０８ L字形に屈曲する

第６２図 浄禅寺跡遺跡第２６地点遺構配置図（１／３００）
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第６３図 浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴１～６（１／３０）
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【炉穴出土土器】（第７０図１～５）

１と２は２号炉穴出土で胎土には植物繊維を含む。

３は７号炉穴出土で素撚り縄文。４は８号炉穴出土で

撚糸文。５は９号炉穴出土で共に素撚りの縄文。他の

炉穴から遺物は出土しなかった。

【土坑出土土器】（第７０図６～３９）

６～１０は２号土坑出土。６は撚糸文、７～９は結節縄

文をもつ五領ヶ台式。１０は細縄文押圧の口縁部。

１１～１３は３号土坑出土。１１と１２は胎土に繊維を含む。

１４は４号土坑出土で縄文のみ。１５は４号土坑出土の深

鉢の把手で貫通する円孔と沈線が表裏ともに著しい。

１６は５号土坑出土の無文片。１７～２０は７号土坑出土で

１７と１８は胎土に繊維を多量含む。

２１～３９は８号土坑出土で弧状磨消内に刺突文を入れ

る類で縄文を欠き称名寺２式である。３３は口縁下に８

字状貼付文をもつ大深鉢。３４～３６は口唇に沈線文と刺

突文をもつ浅鉢。３８は無文浅鉢口縁部。３７は浅鉢の胴

部片。３９はチャート製楔型石器。

【ピット出土土器】（第７０図４０～５１）

４０と４１は P６出土で J字状に地文の細縄文を残す称

第６４図 浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴７～１０（１／３０）
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第６５図 浄禅寺跡遺跡第２６地点土坑・ピット（１／６０）
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